
年　　度

路 線 名

施工箇所

図面名称

縮　　尺

図面番号

弘 前 市  建 設 部  建 設 政 策 課

平成２９年度

鳥井野五代線（新鳥井野橋）

弘前市 大字 鳥井野外　地内

補 修 一 般 図

図 示

９　葉　１

工 事 名 平成29年度　新鳥井野橋橋梁補修工事
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橋梁名 新鳥井野橋（しんとりいのばし）

路線名 鳥井野五代線

供用年月日 昭和52年11月

橋長 20.070m

支間長 19.239m

上部工形式 単純鋼非合成Ｈ桁橋

設計活荷重 TL-20

適用示方書（耐震） 道路橋示方書(1972)

塩害対策区分 指定無し

交差状況 岩木川左岸幹線水路

橋　　梁　　諸　　元

A1：逆Ｔ式橋台

A2：逆Ｔ式橋台
下部工形式

A1：直接基礎

A2：直接基礎
基礎工形式

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7

道路ＣＬ 橋梁ＣＬ
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3
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8
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A2A1

Ｍ Ｆ

支承補修：金属溶射

支承補修：金属溶射

下部工補修(A2)

支承補修：金属溶射

下部工補修(A1)

排水管取替え(VPφ100)

排水管取替え(VPφ100)

排水管取替え(VPφ100)

排水管取替え(VPφ100)

密粒度As(13F)改質II型 t=3cm5

密粒度As(13)改質II型　t=4cm2

再生細粒度As(13F) t=3cm7

複合型床版防水工

歩車道境界ブロック取替え

複合型床版防水工

表面処理工(けい酸塩系)

地覆補修(上り側)

表面処理工(けい酸塩系)

地覆補修(下り側)

断面修復工(左官工法)

C種(両面R)

車道部舗装打換え､複合型床版防水工

歩道部舗装打換え､複合型床版防水工

親柱補修

親柱補修

親柱補修 親柱補修

親柱補修
表面処理工(けい酸塩系)

表面処理工(けい酸塩系)

表面処理工(けい酸塩系)表面処理工(けい酸塩系)

表面処理工(けい酸塩系)
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床版(下面)補修：表面処理工(けい酸塩系)､断面修復工(左官工法)､ひび割れ補修工(注入工)
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新鳥井野橋　補修一般図

平 面 図
S=1:100

側 面 図
S=1:100
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岩木川左岸幹線水路
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(as)

(as)

TA.2

U450

37°

橋　長　20070

桁　長　19937 66.566.5

橋　長　20070

桁　長　19937 66.566.5

断面修復工(左官工法)､ひび割れ補修工(注入工)

表面処理工(けい酸塩系)
断面修復工(左官工法)

0.245%

断面修復工(左官工法)､ひび割れ補修工(注入工)

表面処理工(けい酸塩系)
断面修復工(左官工法)

0.335%

新 鳥 井 野 橋 補 修 対 策 一 覧 表

対　策　箇　所 対　策　工　法

舗　装(車道部)
舗装打換え工

密粒度As(13F)改質II型､

舗　装(歩道部)

5 密粒度As(13)改質II型2

再生細粒度As(13F)7

歩車道境界ブロックC種(両面R)縁　石 撤去・新設

地覆補修(下り側)：表面処理工(けい酸塩系)､断面修復工(左官工法)

地　覆
表面処理工

断面修復工 ポリマーセメントモルタル

けい酸塩系

床版防水 床版防水工 複合型床版防水工

断面修復工

コンクリート躯体下部工

支承防錆工

断面修復工

ひび割れ補修工

ポリマーセメントモルタル

ポリマーセメントモルタル

金属溶射

表面処理工 けい酸塩系

表面処理工 けい酸塩系

支　承

床版(下面)

ひび割れ補修工 ひび割れ注入工

親　柱 表面処理工

撤去・新設 硬質塩ビ管VPφ100排水管

けい酸塩系
上部工

42.88
44.75

40.23

44.91

43.23

43.34

46.02

45.06

43.57

ひび割れ注入工

ひび割れ補修工(注入工)
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349 支間長　19239 349

支間長　19239 349

床版(下面)補修：表面処理工(けい酸塩系)

床版(下面)補修：表面処理工(けい酸塩系)

歩車道境界ブロック取替え：C種(両面R)　L=30.4m

地覆補修(上り側)：表面処理工(けい酸塩系)

舗装打換え､複合型床版防水工地覆補修：表面処理工(けい酸塩系)､断面修復工(左官工法)
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歩車道境界ブロック

スパイラルパイプφ12

成型目地材 t=5mm

端部床版防水層立上げ

成型目地材 t=5mm

端部床版防水層立上げ

スパイラルパイプφ12 複合型床版防水層設置

成型目地材 t=5mm

端部床版防水層立上げ

スパイラルパイプφ18

成型目地材 t=5mm

端部床版防水層立上げ

スパイラルパイプφ18

複合型床版防水層設置

スパイラルパイプφ18

スパイラルパイプφ18

排水管補修(VPφ100×L1600)

排水管補修(VPφ100×L1600)

排水管補修(VPφ100×L1600)排水管補修(VPφ100×L1600)

歩道舗装現況摺付

歩道舗装現況摺付

スパイラルパイプφ12スパイラルパイプφ12
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歩車道境界ブロックC種(両面R)
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床版防水工留意事項

　1)スラブドレーン設置の穿孔は内部鉄筋を切断しないよう調査の上行う。

密粒度As(13F)改質II型 t=3cm5

複合型床版防水工

密粒度As(13)改質II型　t=4cm2
既設As舗装版取壊し t=70mm

再生細粒度As(13F) t=3cm7

既設As舗装版取壊し t=30mm

既設中詰コンクリート取壊し(V=0.2m3/m)

複合型床版防水工

既設歩車道境界ブロックC種(片面R)撤去

歩車道境界ブロックC種(両面R)新設

断 面 図

舗装工(車道部)

スパイラルパイプ接続

(φ20穿孔)

既設排水桝接続部詳細図
S=1:10

平 面 図

スパイラルパイプ接続

(φ20穿孔)

複合型床版防水工

既設As舗装路面切削工 t=70mm

密粒度As(13F)改質II型 t=3cm5

密粒度As(13)改質II型　t=4cm2

舗装工(車道部橋面)

複合型床版防水工

既設中詰コンクリート取壊し

再生細粒度As(13F) t=3cm7

舗装工(歩道部橋面)

既設As舗装版取壊し t=3cm

複合型床版防水工

舗装工(歩道部)

複合型床版防水工

歩車道境界ブロックC種(両面R)新設　L=30.4m(標準型29.2m､水抜き型1.2m)

既設As舗装版取壊し t=3cm

再生細粒度As(13F) t=3cm7

舗装工(歩道部取付)

既設As舗装版取壊し t=3cm

再生細粒度As(13F) t=3cm7

舗装工(歩道部取付)

道路ＣＬ

橋梁ＣＬ
外側線(W=15cm)中央線(W=15cm)外側線(W=15cm)

密粒度As(13F)改質II型 t=3cm5

密粒度As(13)改質II型　t=4cm2

再生密粒度As(13F) 　　t=3cm5

再生密粒度As(13)　　　t=4cm2

再生細粒度As(13)　　　t=3cm7

年　　度

路 線 名

施工箇所

図面名称

縮　　尺

図面番号

弘 前 市  建 設 部  建 設 政 策 課

平成２９年度

鳥井野五代線（新鳥井野橋）

弘前市 大字 鳥井野外　地内

図 示

橋 面 防 水 工 図

９　葉　２

既設As舗装路面切削工 t=30mm

再生密粒度As(13F) t=3cm5

舗装工(車道部取付)

既設As舗装版取壊し t=7cm

再生密粒度As(13F) t=3cm5

再生密粒度As(13)　t=4cm2

舗装工(車道部取付)

既設As舗装版取壊し t=7cm

舗装工(車道部取付)

再生密粒度As(13F) t=3cm5

再生密粒度As(13)　t=4cm2

再生密粒度As(13F) t=3cm5

舗装工(車道部取付)

既設As舗装路面切削工 t=30mm

再生細粒度As(13)　　　t=3cm7

工 事 名 平成29年度　新鳥井野橋橋梁補修工事
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U45043.57

37°

乾燥4号硅砂

コンクリート面

アスファルト舗装

床版防水第2層：塗膜系防水材

(複合型床版防水工)

床版防水層詳細図

下地処理

床版防水第1層：浸透系防水材

（既設床版）

　　また穿孔周面は防水対策としてエポキシ樹脂によるシール工を行う。

　2)既設舗装切削後の床版面に脆弱部・ひび割れがあった場合は補修を行う。

　3)スパイラルパイプは既設排水桝へ穿孔して挿入するものとする。

　4)防水層の端部は立ち上げを行い成型目地材を設置する。

1
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舗装端部詳細図
S=1:10

3
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数量表（床版防水・舗装）
種　別

A1側車道部取付(t=7cm)

数　量 備　考

舗装版切断工 As舗装版　t=15cm以下

規　格

A1

A2

単位

m

A2側車道部取付(t=7cm)m

A1側歩道部取付(t=3cm)2.6 m

A2側歩道部取付(t=3cm)1.4 m

舗装版破砕工 As舗装版　t=10cm以下 A1側車道部取付(t=7cm)m2

A2側車道部取付(t=7cm)

歩道部(t=3cm)41.3

m2

m2

路面切削工 As舗装版　6cm＜t≦12cm m2

床版防水工 複合型床版防水工 m2

m2

145.0 m2

m2

舗装工

m2

3
0
0

As舗装版　   　t≦ 3cm m2 A1側車道部取付(t=3cm)

m2 A2側車道部取付(t=3cm)

車道部橋面

145.0 m2 車道部橋面

車道部取付

m2 車道部取付

新鳥井野橋　橋面防水工図

(As)

車道部橋面(t=7cm)145.0

4.1

7.0

1.2

2.0

1.3

2.2

6.7

3.2

車道部橋面(立上げ部含む)

歩道部橋面(立上げ部含む)

146.5

26.3

m2

歩道部橋面

歩道部取付

25.1

13.9

桁　長　19937

桁　長　19937

既設歩車道境界ブロックC種(片面R)撤去　L=30.4m

16769

16820

300

2570

1
3
6
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19339

19339
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新鳥井野橋　地覆・親柱補修図

Ａ－Ａ

S=1:50

地覆補修　数量表

部　位

下り側

0.45×19.937＝ 8.97m2

表 面 処 理 工

面　積

1

番　号 面　積

断 面 修 復 工

0.25× 3.70＝ 0.93m2

2

3

4

5

6

7

8

9

0.25× 1.45＝ 0.36m2

0.25× 0.45＝ 0.11m2

0.25× 0.60＝ 0.15m2

0.25× 2.25＝ 0.56m2

0.25× 0.75＝ 0.19m2

0.25× 1.70＝ 0.43m2

0.25× 0.70＝ 0.18m2

0.25× 0.90＝ 0.23m2

(側面外側)

0.60×19.937＝11.96m2(上面)

0.25×19.937－3.14m2

　　　　　  ＝ 1.84m2

(側面内側)

断面修復控除

上り側

0.23×19.937＝ 4.59m2(側面内側)

0.40×19.937＝ 7.97m2(上面)

0.56×19.937＝11.16m2(側面外側)

10 0.15× 0.20＝ 0.03m2

年　　度

路 線 名

施工箇所

図面名称

縮　　尺

図面番号

弘 前 市  建 設 部  建 設 政 策 課

平成２９年度

鳥井野五代線（新鳥井野橋）

弘前市 大字 鳥井野外　地内

図 示

９　葉　３

地 覆 ・ 親 柱 補 修 図

表面処理工断面修復工(左官工法)

下地処理

表面処理工

コンクリート表面含浸材塗布

注記

　1)劣化部コンクリートのはつりは、健全部に損傷を与えないよう、カッタ

　　ー目地を入れて施工する事。

　2)断面修復材は「ポリマーセメントモルタル」とする。

　3)鉄筋発錆部は裏側まではつり、防錆処理を施す事。

注記

　1)含浸材塗布前にコンクリート下地処理を十分に行う事。

カッター目地10mmカッター目地10mm

は
つ

り
厚

鉄筋

断面修復範囲

断面修復材

下地処理・プライマー塗布鉄筋防錆処理

平面図

(As)

(As)
(As)

(as)

(as)

(as)

37°
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断 面 図
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橋梁ＣＬ
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補修工凡例

表　示 補 修 工 法

断 面 修 復 工

表面処理工(けい酸塩系)

表面処理工(けい酸塩系)
地覆補修(上り側)

1

番　号 体　積

0.93m2×0.05＝ 0.047m3

ΣA＝ 3.33m2

ΣV＝ 0.180m3

2 0.36m2×0.05＝ 0.018m3

3 0.11m2×0.05＝ 0.006m3

4 0.15m2×0.05＝ 0.008m3

5 0.56m2×0.05＝ 0.028m3

6 0.19m2×0.05＝ 0.010m3

1 2 3 4 5 6 7 8 9

7 0.43m2×0.05＝ 0.022m3

8 0.18m2×0.05＝ 0.009m3

9 0.23m2×0.05＝ 0.012m3

A1 A2

ΣA＝46.49m2

10 11

12 13 14

11 0.15× 0.20＝ 0.03m2

12 0.24× 0.25＝ 0.06m2

13 0.10× 0.30＝ 0.03m2

14 0.25× 0.15＝ 0.04m2

10 0.03m2×0.15＝ 0.005m3

11 0.03m2×0.05＝ 0.002m3

12 0.06m2×0.05＝ 0.003m3

13 0.03m2×0.05＝ 0.002m3

14 0.04m2×0.20＝ 0.008m3

親柱詳細図

平面図 側面図

橋
名
板

正面図

位　置

A1下り側

地覆補修(下り側)
表面処理工(けい酸塩系)・断面修復工

B1(mm)

300

B2(mm)

1010

W1(mm)

510

H(mm)

850

A2下り側 1040 1710 510 850

A1上り側 1000 1680 510 1200

A2上り側 310 980 510 1200

W2(mm)

880

850

850

850

表面処理工(けい酸塩系)

表面処理工(けい酸塩系)
表面処理工(けい酸塩系)

　2)コンクリート表面含浸材は「けい酸塩系含浸材」とする。

　3)下地処理後に幅0.2mm以上のひび割れなどの劣化部が確認できた場合は

　　別途、補修工法を行う事。

表面処理工(けい酸塩系)

表面処理工(けい酸塩系)

工 事 名 平成29年度　新鳥井野橋橋梁補修工事

地覆補修(下り側)　　表面処理工（けい酸塩系）・断面修復工　19937
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4
5
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地覆補修(下り側)　表面処理工・断面修復工　19937
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地覆補修(上り側)　　表面処理工(けい酸塩系)　19937

親柱補修(A1下り側)　

親柱補修(A1上り側)　

親柱補修(A2上り側)　

親柱補修(A2下り側)　



G1

G2

G3

G4

G5

G6

G7

G1

G2

G3

G4

G5

G6

G7

A1 A2

平面図(下面)

S=1:50

新鳥井野橋　床版補修図

床版補修　数量表

番　号

1

2

3

4

5

6

0.20× 0.70＝ 0.14m2

表 面 処 理 工

面　積

ΣA＝17.46m2

1

番　号 面　積

断 面 修 復 工

0.80× 0.60＝ 0.48m2

1

番　号 体　積

0.48m2×0.05＝ 0.024m3

ΣA＝ 2.18m2

ΣV＝ 0.109m3

ひ び 割 れ 注 入 工

番　号

(1) 割れ幅0.35mm L= 1.0m

延　長

ΣL= 2.7m

表面処理工断面修復工(左官工法)

1

2

0.20× 0.20＝ 0.04m2

0.20× 0.20＝ 0.04m2

0.45× 0.20＝ 0.09m2

0.20× 0.20＝ 0.04m2

0.80× 1.20＝ 0.96m2

3
4 5

6
7

7 0.80× 0.25＝ 0.20m2

8

8 0.20× 0.20＝ 0.04m2

9

10 11 1

9 0.65× 1.40＝ 0.91m2

10 0.90× 0.20＝ 0.18m2

11 0.85× 0.20＝ 0.17m2

12

13

12 0.60× 0.80＝ 0.48m2

13 0.80× 0.30＝ 0.24m2

2

2 0.50× 0.40＝ 0.20m2

2 0.20m2×0.05＝ 0.010m3

14

14
1.05×(1.80＋2.30)/2

　　　　　 ＝ 2.15m2

15

15
0.75×2.30＋0.30×2.90

　　　　　 ＝ 2.60m2

(1)

3

3 0.45× 0.80＝ 0.36m2

3 0.36m2×0.05＝ 0.018m3

4

4 1.05× 0.80＝ 0.84m2

4 0.84m2×0.05＝ 0.042m3

16

16 0.30× 0.50＝ 0.15m2

(2)

(2) 割れ幅0.20mm L= 1.7m

17

17
0.40×4.90＋0.65×3.60

　　　　　 ＝ 4.30m2

18

19

20

21

18 0.50× 0.30＝ 0.15m2

19 0.35× 0.20＝ 0.07m2

20 0.50× 0.30＝ 0.15m2

21 0.40× 0.20＝ 0.08m2

22
23

22 0.30× 0.30＝ 0.09m2

23
0.30×0.20＋0.45×0.70

　　　　　 ＝ 0.38m2

5

5 0.30× 0.80＝ 0.24m2

5 0.24m2×0.05＝ 0.012m3

24 25 26

24 0.20× 0.40＝ 0.08m2

25 0.20× 0.30＝ 0.06m2

26 0.20× 0.50＝ 0.10m2

6

6 0.15× 0.40＝ 0.06m2

6 0.06m2×0.05＝ 0.003m3

27 28 29 30

27 0.20× 0.35＝ 0.07m2

28 0.20× 0.30＝ 0.06m2

29 0.45× 0.40＝ 0.18m2

30 0.20× 0.30＝ 0.06m2

31 32

33 34

31 1.00× 0.90＝ 0.90m2

32

33

34

1.00× 0.90＝ 0.90m2

1.00× 0.70＝ 0.70m2

1.00× 0.70＝ 0.70m2

年　　度

路 線 名

施工箇所

図面名称

縮　　尺

図面番号

弘 前 市  建 設 部  建 設 政 策 課

平成２９年度

鳥井野五代線（新鳥井野橋）

弘前市 大字 鳥井野外　地内

図 示

床 版 補 修 図

９　葉　４

下地処理

表面処理工

コンクリート表面含浸材塗布

注記

　1)劣化部コンクリートのはつりは、健全部に損傷を与えないよう、カッタ

　　ー目地を入れて施工する事。

　2)断面修復材は「ポリマーセメントモルタル」とする。

　3)鉄筋発錆部は裏側まではつり、防錆処理を施す事。

注記

　1)含浸材塗布前にコンクリート下地処理を十分に行う事。

　2)コンクリート表面含浸材は「けい酸塩系含浸材」とする。

　3)下地処理後に幅0.2mm以上のひび割れなどの劣化部が確認できた場合は

　　別途、補修工法を行う事。

ひび割れ注入工(低圧低速注入工法)

インジェクター

ゴム注入式

取付けパイプ

エポキシ樹脂注入材

シール材

ひび割れ

注記

　1)本工法の対象となるひび割れ幅は、0.2mm以上1.0mm未満のものとする。

　2)注入材は「可とう性注入用エポキシ樹脂」で、国土交通省土木補修用

　　エポキシ樹脂注入材の適合材を使用する事。

　3)注入パイプの間隔は、25cm程度とする。

カッター目地10mmカッター目地10mm

は
つ

り
厚

鉄筋

断面修復範囲

断面修復材

下地処理・プライマー塗布鉄筋防錆処理

補修工凡例

表　示 補 修 工 法

断 面 修 復 工

表 面 処 理 工

ひび割れ注入工

工 事 名 平成29年度　新鳥井野橋橋梁補修工事

1000 1000

10001000
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年　　度

路 線 名

施工箇所

図面名称

縮　　尺

図面番号

弘 前 市  建 設 部  建 設 政 策 課

平成２９年度

鳥井野五代線（新鳥井野橋）

弘前市 大字 鳥井野外　地内

図 示

新鳥井野橋　排水装置補修図

排 水 装 置 補 修 図

９　葉　５

工 事 名 平成29年度　新鳥井野橋橋梁補修工事

現 況 図 補 修 図

排水管詳細図
S=1:10

断 面 図

既設排水桝

(車道側) (歩道側)
歩車道境界ブロック

側 面 図

断 面 図

既設排水桝

(車道側) (歩道側)
歩車道境界ブロック

側 面 図

取付金具(1箇所あたり)

平 面 図

M12×40

M12×40

M12×40

(橋　台)

(たて壁)

(橋　座)

(胸　壁)(主　桁)

(主　桁)

(床　版)

(床　版)

(橋　台)

(たて壁)

(橋　座)

(胸　壁)(主　桁)

(主　桁)

(床　版)

(床　版)

既設排水管切断

既設排水管切断

(橋台直角方向) (橋台直角方向)

(舗　装) (舗　装)

3-M10×20

注記

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

　3)排水管取付金具材質はSS400とし、溶融亜鉛メッキ処理とする。

　2)補修工事に当たり、寸法等は再度現地計測を行って確認する事。
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新鳥井野橋　支承補修図

S=1:100

支承補修施工フロー

現 地 調 査

沓座・支承部清掃

後 片 付 け

足 場 仮 設

足 場 撤 去

潤滑性防錆剤注入

ブ ラ ス ト 処 理

金 属 溶 射

樹 脂 塗 装

【二硫化モリブデン溶液】

【最低皮膜厚 100μ】

【エポキシ系浸透性保護材】

(as)

37°

配　置　図

S=1:10

A1支承(線支承：可動)

側 面 図平 面 図 正 面 図

S=1:10

A2支承(線支承：固定)

側 面 図平 面 図 正 面 図
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金属溶射　N=7基

金属溶射　N=7基

年　　度

路 線 名

施工箇所

図面名称

縮　　尺

図面番号

弘 前 市  建 設 部  建 設 政 策 課

平成２９年度

鳥井野五代線（新鳥井野橋）

弘前市 大字 鳥井野外　地内

図 示

支 承 補 修 図

９　葉　６

工 事 名 平成29年度　新鳥井野橋橋梁補修工事

20070

1
0
0
0
0

6
5
0

A1支承補修(線支承：可動)

A2支承補修(線支承：固定)



新鳥井野橋　下部工補修図(1/2)
S=1:50

年　　度

路 線 名

施工箇所

図面名称

縮　　尺

図面番号

弘 前 市  建 設 部  建 設 政 策 課

平成２９年度

鳥井野五代線（新鳥井野橋）

弘前市 大字 鳥井野外　地内

図 示

下 部 工 補 修 図 （ 1 / 2 ）

９　葉　７

A1橋台正面図

G1G2G3G4G5G6G7

1
0
0
0

4
0
0
0

2
0
0

5
0
0

A1橋台下流側側面図

下流側 上流側

A1橋台上流側側面図

A1橋台平面図

G1G2G3G4G5G6G7

1断面修復工

2断面修復工

3断面修復工

4断面修復工

5断面修復工

7断面修復工

6断面修復工

8断面修復工

9断面修復工

10断面修復工11断面修復工12断面修復工

1表面処理工

2表面処理工

3表面処理工

(胸壁)

(翼壁)

(側面)
4表面処理工

(たて壁)

5表面処理工

(側面)

6表面処理工

(橋座面)

無収縮モルタル充填

幅1290×高30×奥行(平均)750

下部工(A1)補修　数量表

番　号

1

2

3

4

5

6

CAD計測算出＝ 1.27m2

表 面 処 理 工

面　積

ΣA＝48.13m2

1

番　号 面　積

断 面 修 復 工

0.20× 0.90＝ 0.18m2

1

番　号 体　積

0.18m2×0.05＝ 0.009m3

ΣA＝ 1.84m2

ΣV＝ 0.094m3

2 0.20× 1.55＝ 0.31m2

2 0.31m2×0.05＝ 0.016m3

3 0.15× 2.25＝ 0.34m2

3 0.34m2×0.05＝ 0.017m3

4 0.25× 0.60＝ 0.15m2

4 0.15m2×0.05＝ 0.008m3

5 0.25× 1.00＝ 0.25m2

5 0.25m2×0.05＝ 0.013m3

6 0.10× 1.00＝ 0.10m2

6 0.10m2×0.05＝ 0.005m3

7 0.25× 0.40＝ 0.10m2

7 0.10m2×0.05＝ 0.005m3

8 0.10× 0.70＝ 0.07m2

8 0.07m2×0.05＝ 0.004m3

0.10×(0.53＋0.61)/2

　　　　　 ＝ 0.06m2
9

9 0.06m2×0.05＝ 0.003m3

10 0.15× 0.50＝ 0.08m2

11 0.20× 0.50＝ 0.10m2

12 0.20× 0.50＝ 0.10m2

10 0.08m2×0.05＝ 0.004m3

11 0.10m2×0.05＝ 0.005m3

12 0.10m2×0.05＝ 0.005m3

CAD計測算出＝ 1.49m2

CAD計測算出＝ 7.41m2

CAD計測算出＝26.47m2

CAD計測算出＝ 0.82m2

CAD計測算出＝10.67m2

補修工凡例

表　示 補 修 工 法

断 面 修 復 工

表 面 処 理 工

表面処理工断面修復工(左官工法)

下地処理

表面処理工

コンクリート表面含浸材塗布

注記

　1)劣化部コンクリートのはつりは、健全部に損傷を与えないよう、カッタ

　　ー目地を入れて施工する事。

　2)断面修復材は「ポリマーセメントモルタル」とする。

　3)鉄筋発錆部は裏側まではつり、防錆処理を施す事。

注記

　1)含浸材塗布前にコンクリート下地処理を十分に行う事。

　2)コンクリート表面含浸材は「けい酸塩系含浸材」とする。

　3)下地処理後に幅0.2mm以上のひび割れなどの劣化部が確認できた場合は

　　別途、補修工法を行う事。

カッター目地10mmカッター目地10mm

は
つ

り
厚

鉄筋

断面修復範囲

断面修復材

下地処理・プライマー塗布鉄筋防錆処理

工 事 名 平成29年度　新鳥井野橋橋梁補修工事
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新鳥井野橋　下部工補修図(2/2)

A2橋台正面図

S=1:50

A2橋台上流側側面図 A2橋台下流側側面図

年　　度

路 線 名

施工箇所

図面名称

縮　　尺

図面番号

弘 前 市  建 設 部  建 設 政 策 課

平成２９年度

鳥井野五代線（新鳥井野橋）

弘前市 大字 鳥井野外　地内

図 示

下 部 工 補 修 図 （ 2 / 2 ）

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7

1
0
0
0

4
0
0
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2
0
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5
0
0

上流側 下流側

A2橋台平面図

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7

下部工(A2)補修　数量表

番　号

1

2

3

4

5

CAD計測算出＝ 0.86m2

表 面 処 理 工

面　積

ΣA＝46.73m2

1

番　号 面　積

断 面 修 復 工

CAD計測算出＝ 1.10m2

1

番　号 体　積

1.10m2×0.05＝ 0.055m3

ΣA＝ 3.46m2

ΣV＝ 0.174m3

ひ び 割 れ 注 入 工

番　号

(1) 割れ幅0.40mm L= 0.2m

延　長

2 0.75× 0.58＝ 0.44m2

2 0.44m2×0.05＝ 0.022m3

3 0.20× 0.20＝ 0.04m2

3 0.04m2×0.05＝ 0.002m3

4 0.50× 0.70＝ 0.35m2

4 0.35m2×0.05＝ 0.018m3

(2) 割れ幅0.40mm L= 0.5m

5 0.40× 0.40＝ 0.16m2

5 0.16m2×0.05＝ 0.008m3

6 0.50× 1.10＝ 0.55m2

6 0.55m2×0.05＝ 0.028m3

7 0.20× 0.20＝ 0.04m2

7 0.04m2×0.05＝ 0.002m3

8 0.20× 0.60＝ 0.12m2

8 0.12m2×0.05＝ 0.006m3

9 0.54m2×0.05＝ 0.027m3

10

11

12

CAD計測算出＝ 0.14m2

CAD計測算出＝ 5.91m2

CAD計測算出＝27.47m2

CAD計測算出＝ 1.08m2

補修工凡例

表　示 補 修 工 法

断 面 修 復 工

表 面 処 理 工

ひび割れ注入工

1断面修復工

3断面修復工

4断面修復工

ひび割れ注入工(3)

ひび割れ注入工(2)

ひび割れ注入工(1)

ひび割れ注入工(4)

5断面修復工

無収縮モルタル充填

幅1250×高30×奥行660

ひび割れ注入工(5)

6断面修復工

7断面修復工

ひび割れ注入工(7)

ひび割れ注入工(8)

ひび割れ注入工(9)

ひび割れ注入工(10)

ひび割れ注入工(11)

9断面修復工

ひび割れ注入工(12)

8断面修復工

10断面修復工

11断面修復工

12断面修復工

無収縮モルタル充填

幅750×高30×奥行650

9 CAD計測算出＝ 0.54m2

10

11

12

0.20× 0.20＝ 0.04m2

0.04m2×0.05＝ 0.002m3

0.20× 0.20＝ 0.04m2

0.04m2×0.05＝ 0.002m3

0.20× 0.20＝ 0.04m2

0.04m2×0.05＝ 0.002m3

(3) 割れ幅0.20mm L= 0.3m

(4) 割れ幅0.40mm L= 1.1m

(5) 割れ幅0.20mm L= 0.6m

(6) 割れ幅0.45mm L= 1.3m

(7) 割れ幅0.25mm L= 0.5m

(8) 割れ幅0.50mm L= 1.5m

(9) 割れ幅0.70mm L= 0.3m

(10) 割れ幅0.30mm L= 0.3m

(11) 割れ幅0.40mm L= 1.4m

(12) 割れ幅0.65mm L= 1.6m

2断面修復工

2表面処理工

(胸壁)

3表面処理工

(胸壁)

1表面処理工

(側面)

4表面処理工

(たて壁)

5表面処理工

(側面)

6 CAD計測算出＝11.27m2

6表面処理工

(橋座面)

９　葉　８

ΣL=10.3m

(13)

ひび割れ注入工(6)

ひび割れ注入工(13)

割れ幅0.70mm L= 0.7m

表面処理工断面修復工(左官工法)

下地処理

表面処理工

コンクリート表面含浸材塗布

注記

　1)劣化部コンクリートのはつりは、健全部に損傷を与えないよう、カッタ

　　ー目地を入れて施工する事。

　2)断面修復材は「ポリマーセメントモルタル」とする。

　3)鉄筋発錆部は裏側まではつり、防錆処理を施す事。

注記

　1)含浸材塗布前にコンクリート下地処理を十分に行う事。

　2)コンクリート表面含浸材は「けい酸塩系含浸材」とする。

　3)下地処理後に幅0.2mm以上のひび割れなどの劣化部が確認できた場合は

　　別途、補修工法を行う事。

ひび割れ注入工(低圧低速注入工法)

インジェクター

ゴム注入式

取付けパイプ

エポキシ樹脂注入材

シール材

ひび割れ

注記

　1)本工法の対象となるひび割れ幅は、0.2mm以上1.0mm未満のものとする。

　2)注入材は「可とう性注入用エポキシ樹脂」で、国土交通省土木補修用

　　エポキシ樹脂注入材の適合材を使用する事。

　3)注入パイプの間隔は、25cm程度とする。

カッター目地10mmカッター目地10mm

は
つ

り
厚

鉄筋

断面修復範囲

断面修復材

下地処理・プライマー塗布鉄筋防錆処理

工 事 名 平成29年度　新鳥井野橋橋梁補修工事
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S=1:50

朝
顔

桁
下

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7

道路ＣＬ 橋梁ＣＬ

中段 　　　　　　　　　　　
ころばし材：φ48.6 ＠1800以内

下段　　　　　　　　　　　
ころばし材：φ48.6 ＠900以内

振れ止め単管：φ48.6
＠1800以内

朝顔朝顔

シート養生

単管手摺：φ48.6

朝顔建地単管
φ48.6、＠1800以内

（ループ吊）

吊チェーン @1800以内おやご材：φ48.6 安全ネット養生

鋼製足場板

チェーン受け単管：φ48.6

チェーン吊金具

鉄骨クランプ @1800以内

頭ツナギ：φ48.6

朝
顔
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新鳥井野橋　仮設足場参考図
年　　度

路 線 名

施工箇所

図面名称

平成２９年度

鳥井野五代線（新鳥井野橋）

弘前市 大字 鳥井野外　地内

仮 設 足 場 参 考 図

平 面 図
S=1:100

側 面 図
S=1:100

橋　長　20070

桁　長　19937 66.566.5

TA.1

TA.1-1

42.88
44.75

40.23

44.91

43.23

43.34

46.02

45.06

HPφ
1000

HP
φ
90
0

BOX･C 1500×
1200

犬小屋

落蓋450

(As)

至　鳥井野

(As)

(As)

(As)
至　五代

岩木川左岸幹線水路

(as)

(as)

(as)

TA.2

U45043.57

37°

橋　長　20070

桁　長　19937 66.566.5

0.245%0.335%

縮　　尺

図面番号

弘 前 市  建 設 部  建 設 政 策 課

図 示

９　葉　９

主体足場工　17 000

主体足場工　17 000

工 事 名 平成29年度　新鳥井野橋橋梁補修工事
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